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リ ン ク 機構の 問題に つ い て の 一考察
長 元 亀 久 男
One Consideration On the Problem of Link Mechanisms 
Kikuo NAGAMOTO 
A one consideration on the constitution of link mechanisms which pass through the 
five points is described in this paper. 
4 節 リ ン ク機構において与えられた 3 点， 4 点， 5 
点を通る よ う な機構について考えてみる こ とにする 。
これら の機構の構成については 3 点を通る機構を も
と に して 4 点 5 点を通る機構を考察するに こ こに一貫
した一つの規則が存在する。 こ こ では これら の規則に
ついて述べ る こ とにする 。
1 . 与えられた 3 点を通る機構を 4 節 リ ン ク機構に
て実現する こ と を考えてみ よ う 。 図- 1 にて与えられ
た 3 点を A" A2， Aa と し ， A" A2， A2， A3 を結
び， こ れ ら の線分の垂直 2 等分線をひき ， こ の 2 線分
の交点を 01 と する 。 01 点から最短節の長さ 0102 を
図の よ う に と る 。 O2を中心に してA1 A2 A3 点を通る
円に交わら ない よ う な円， すなわち図の よ う に O2 B1 
を半径 とする 円を画 く 。 与えられたA1 A2 A3 点から
コ ン ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ドの長さ A1 B1 に等し く 今画
いた円周上に A1 B1 = A2 B2 = A3 Ba な る B1 B2 
B3 を と る 。 しからば図一 1 に示すよ う に 01 02 A1 
B1な る機構は A1 A2 A3 点を通る 4 節 リ ン ク 機 構 で
あ るO
Bz 
図- 1
2 . 4 節 リ ン ク機構A B C Dにて ク ラ ン ク B Cにお
け る B点がBCに等し く ない他の点Eを通る機構につ
いて考えてみ よ う 。
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図- 2
図- 2 にて示す 4 節 リ ン ク A B C Dにおいて， Dを
中心にADを半径と して円を画 く 。 E Cを結ぶ。 Eか
ら コ ン ネ ク テ イ ン ク ロ ッ ドA B の長さに等し く 今画い
た円周上にGを と る。 G Cを結ぶ。 G EをA Bに重ね
てムGC Eに合同な る ムA B Fを作図する。 F C を結
ぶ線分の垂直 2 等分線XYをひ く 。 こ のX Y上に任意
の点Hをと る 。 しからばAB節の代 り にムA B H節を
と り ， ピ ンにて ク ラ ン ク HCに連続して得られる 4 節
リ ン ク機構A B HC DはABがB点， E点を通る 4 節
リ ン ク機構であ る。
3 .  4 節 リ ン ク機構A B C Dにて ク ラ ン ク B Cにお
け る B点がBCに等し く ない他の点Eおよ びFを通る
機構について考えてみよ う 。
図- 3 にて示す 4 節 リ ン ク機構A B C DにおいてD
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B4を同一円周上にある よ う にする こ とについて考えて
み よ う 。
B1 B2 B3 B4 を同一円周上にあ る よ う に したいため
に， こ の 4 点、が 2 つずつ対称の位置と な る よ う に考え
る こ とにする 。 そのために図- 4 を参照し， A1 と A4
A2 と ん を結び， これら の線分の垂直 2 等分線の交
わ り を 01 とする。 01 A" 01 A2， 01 A3， 01 A4 を
結ぶ。 01 A1 と 01 A4 のなす角ζA1 01 A4 = 仇，
01 A2 と01 A3 のなす角 LA2 01 A3 = 仇 とする 。
い ま 01 を通る任意の直線 01 Xをひ く 。 01 X と な
す角が どこX01B2=仇/2， LX01B1 =φ1/2 に等し く ，
01 B1> 01 B2 をひ く 。 最初の位置 A1 から 01 B1 上
に コ ン ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド A1 B1 の長さ に等し く ，
01 B1 上に B1 を と る。 同 じ く A2 から A1 B1 に等
し く 01 B2 上に B2 を と る。 B1 B2 を結び， これの
垂直 2 等分線をひき ， これが 01 X と の交わ り を O2
を中心はADを半径と して円を画 く 。 E C ， F C を結 とする 。 次に O2 B1 を半径と して円を画 く 。 01 を中
ぶo Eから コ ン ネ グ テ ィ ン グ ロ ッ ドA B の長さに等し 心と して 01 B2 を半径と して円弧を画き ， O2 円 と の
し またFから A Bの長さに等し く 今画いた円周上に 交わ り を Bg， 同 じ く 01 を中心と して 01 B1 を半径
G， Hを と る 。GCを結ぶ。HC を結ぶ。 ム G E Cに合 と して円弧を画き O2 円 と の交わ り を B4 とする。 し
同にG E をAB上に重ねて作図する三角形をムA BK からば ム01 A2 B2 と ム 01 Aa B4 において，
とする。 ま た.ð.HC Fに合同にHFをA B上に重ねて ζX01 B2+ζX01Bg+ LBg01A2= LB201A2 
作図する三角形をムAB J とする 。 点 J ， K， C を通 乙Ag01 1\2+LA201Ba= ζAg01Bg 
る円の中心をL とする。 しからばA B節の代 り に.ð.A LX01B2+ζX01Bg= φ2= LAa01A2 
B L節を と り ， ピ ンにて ク ラ ン ク L Cに連結すれば， . ' .LB201A2= ζAa01Ba 
4 節 リ ン ク A B L C DはA BがB点， E点， F点を通 01A2 =01Ag 
る 4 節 リ ン ク 機構であ る。 01B2=01Ba 
4 . 通過すべき 4 点を A1 A2 A3 A4 と し， これと ム01A2B2= ム01AgBg
連続する コ ン ネ グ テ ィ ン グ ロ ッ ド の他の点 B1 B2 Ba . . .A2B2 = AsBa 
図- 4
ム01 A1 B1 と ム01 A4 B4 において，
LB101X + LB401X - LこB401A1 = LA10)B1 
LA40)A) 一 乙B401A1 = ζA401B4
4こB101X+どこB401X =仇= ζA401A1
• .LこA101B1 = ζA401B4
01B1 =01B4 
01A1 = 01A4 
. . . .ð.01A1B1 = ム01A4B4
. ' .A1B1 =A4B4 
A1B1 =A2B2 (作図〕
. ・ .A1B1 =A2B2=AsBa =A4B4 
これを逆にいえば与えられた 4 点を A1 A2 Aa A4 と
し ， A1 とん， ん と ん と を結び， これら の垂直 2 等
分線の交点を 01 と し ， 01 を通る任意の直線 01 Xを
ひき ， こ の直線と LX01 B2=仇/2， どとX01B1 =φt!2
の角をなす直線 01 B2， 01 B1 をひ く 。 A1 点から コ
ン ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド の長き A， B， を 0， B， 上に と
り B， とする 。 同 じ よ う に A， B， を 0， B2 上に と り
B2 とする 。 広 島 を結び， B， B2 の垂直 2 等分線を
ひき ， 01 X と の交点を O2 とする 。 O2 を中心と して
O2 B， を半径と して円を画 く 。 そ して A. A4 点 よ り コ
ン ネ グ テ ィ ン グ ロ ッ ド の長さ A， B， に等しい長さを
こ の円周上に と っ て ， これを B. B4 とすれば B2 と B. ，
B， とB4 が 0， に対して対称の位置にあ る と い う こ と
になる 。
5 .  与えられた 4 点A， A2 A. A4 を通る 4 節 リ ン グ
機構を考えてみよ う 。
X 
し
図- 5
Igj- 5 にて通過すべき 4 点 A1 -1\2 A. A4 の う ち，
A， と A4' A2 と A. を結び， A， A4 と A2 A. の垂
直 2 等分線の交わ り を 0， とする 。 こ の と き でき る
どこA，0，A4= φ1 . LA20，A. =φz とする。 0， よ り 任意の
直線O， Xをひ く 。 こ の直線と LXO，B， =仇/2 ， L三 XO，
B2 =仇/2 の角をなす 01 B" 0， B2 をひ く 。 A， よ り
コ ン ネ グ テ イ ン グ ロ ッ ド の長さ A， B， を 0， B， 上に
と り B1 とする。 A2 よ り A2 B2 の長さを 01 B2 上
に と り B2 とする 。 B， と B2 を結び， これの垂直 2 等
分線をひき ， 01 X と の交点を O2 とする。 O2 を中心
と して B， B2 を通る 円を画 く 。 こ の O2 円上に A. か
ら A， B， に等し く B.， A4 から A， B1 に等し く B4
を と る。 第 2 の位置 A2 B2 にてで き る ムA2 B2 O. に
合同であ る三角形を第 1 の位置 A， B， においで ム A，
B， O. と して作図する。 0， O. を結び， これの垂直 2
等分線LMをひ く 。 こ の LM線上に任意の 点 S を と
る 。 S を定点と してA， B， 0， を結ぶ。 02B，を結ぶ。
しからば 0， O2 を固定節 と して 0， B， A， B， S， 0， S 
を リ ン ク とする 4 節 リ ン ク機構は A， A2 A. ん を通
A4 
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る 4 節 リ ン ク機構と な る のである。
6 . 与えられた 5 点 A， A， A. A4 A5 を通る 4 節 リ
ン ク機構を考えてみよ う 。
M. 
x 
1..， 
函- 6
図- 6 にて通過すべき 5 点を A， A2 A. A4 A5 とす
るO こ の う ち A1 と A5 ， A2 と A. を結び ， これら の線
分の垂直 2 等分線と の交わ り を 0， とする 。 どとA，0，A5
=φ1> どこA20，A. =仇 とする 。 0， よ り 任意の直線 0，
Xをひ く 。 こ の直線と ζXO，B， =φ1/2， LXO，B2 = 
φ2/2 の角をなす 0， BI> 0， B2 な る直線をひ く 。 A，
よ り コ ン ネ ク テ イ ン グ ロ ッ ドの長さ A， B， に 等し く
O， B， 上に と り ， これを B， とする 。 A2 よ り A， B， の
長さを 0， B2 上に と り ， これを B2 とする。 B， とB2
を結び， これの垂直 2 等分線をひき ， O， X と の交わ
り を O2 とする。 O2 を中心に して B， B2 を通る円を
画 く 。 こ の O2 円上に A. から A， B， に等し く B.，
A4 から A， B， に等し く B4， A5 から A， B， に等し
く 民 を と る 。 第 2 位置 A， B， にてで き る ムA2 B2 
0， に合同である三角形を第 1 の位置 A， B， において
ムA， B， O. と して作図する。 第 4 の位置 A4 B4 にて
で き る ムA4 B4 0， に合同である三角形を第 1 の位置
A， B， においてL>.A， B1 04 と し て作図する 。0， と 04 ，
04 と O. を結び， これら の線分の垂直 2 等分線 L，
M" L2 M2 と の交わ り を S とする 。 S を定点と して
A， B1 と 0， と を結ぶ。 0， と B， と結ぶ。 しからば，
01 02 と 固定節と して 02 B" A， B1 S ，  0， S を リ ン
ク機構とする 4 節 リ ン ク 機構は， A， A2 A. A4 A5 を通
る 4 節 リ ン ク 機構と な る も のであ る。 これはハイ ン グ
リ ー ブヲ の作図法である。
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